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新田センタ ー
完

成
～4 月から一部施設利用開始～

所在地:新田2- 2- 2 都営新田2 丁目第2 アパート2 号棟1 ・2 階部分

新田センターが建設工事を終え、4 月からオープ

ンします。このセンターは、新田地区にある区民事

務所、図書館、住区センターを1 ヵ所に統合し、内

容や規模を充実させたほか、新たに社会教育館も併

設されます。また、図書館も開館時間を 延長し、開

館日数も増加します。皆さんの生涯学習の拠点とし
てお気軽にご利用ください。なお、業務開始日は各

施設に よって異な りますのでご注意< ださい( 表1)
。

新
た
に
社
会
教
育
館
も

区
民
の
皆
さ
ん
が
、
グ
ル
ー
プ
や
サ

ー
ク
ル
で
自
主
的
に
学
習
し
た
り
活
動

し
た
り
す
る
施
設
で
す
。
施
設
の
貸
し

出
し
だ
け
で
な
く
、
趣
味
・
教
養
講
座

な
ど
も
開
催
し
ま
す
。
催
し
は
毎
月
1

日
、
新
聞
折
り
込
み
で
発
行
す
る
公
社

ニ
ュ
ー
ス
『
と
き
め
き
』
に
掲
載
し
ま

す
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
野
球
場

・
区
民
保
養
所
の
空
き
状
況
確
認
や
予

約
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

・
社
会
教
育
団
体
の
登
録

社
会
教
育
館
の
施
設
は
、
青
少
年
団

体
等
が
社
会
教
育
目
的
に
使
用
す
る
と

き
は
、
施
設
使
用
料
が
無
料
と
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。
オ
ー
プ
ン
に
先
立
つ
茣
蓙
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。受
付
開
始
=

4
月
7
日
(
月
)
か
ら
(
土
・
日
曜
日

を
除
く
)
登
録
要
件
盖
`
会
教
育
活

動
を
目
的
と
し

、
区
内
在
住
在
勤
者
で

構
成
さ
れ
た
団
体

圏
社
会
教
育
館
の
利
用
申
込
(
5
月
～

了
月
分
)

▽
登
録
団
体
・・・
4
月
3
0
日
(

水
)

か
ら

(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)

※
4

月
1
8

日
ま
で
に
団
体
登
録
の
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い

▽
一
般
団
体
…
5
月
1

日
(
木
)
か
ら
(
土
・
日
曜
日
を
除

く
)

い
ず
れ
も

受
付
時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時

受
付
場
所
=
新
田
セ
ン
タ
ー
2
階
仮
事

務
所

※
業
務
開
始
日
(
5
月
6
日
)

以
降
は
年
中
無
休
、
午
前
9
時
～
午
後
8

時
ま
で
受
け
付
け
ま
す

問
先
―
生

涯
教
育
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

広
報
営
業
課

(
5
6
8
6
)
2
5
0
0

表1 施 設 案 内 ※ 利用方法等、くわしくは各施設へお間い合わせください

○ 交通案内
都営バス=( 王30) 王子駅～亀有駅北口　
新田小学校下車/ ( 王41) 王子駅～新田　
一丁目新田二丁目下車/ ( 王45) 王子　
駅～北干住駅新田三丁目下車/ ( 王　
49) 王子駅～千住車庫新田小学校下車
東武バス=( 王30) 王子駅～亀有駅北口　
新田小学校下車S

田際興業バス=( 赤26) 赤羽駅東口～舎人　
団地新田小学校下車/ ( 赤27) 赤羽駅　
東口～西新井奮察署新田小学校下車

東 京 都 議 会
議員選挙投票日

7 月6 日( 日)

埋蔵文化財包蔵地が広がりました
～遺跡内で工事をする場合は届け出が必要です～

昔
の
人
々
の
生
活
の
跡
な
ど
、
地

中
に
埋
も
れ
て
い
る
文
化
財
を
埋
蔵

文
化
財
と
一言
い
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
と
は
埋
蔵
文
化
財
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
土
地
(
場
所
)
を
い
い
。

一
般
に
は
遺
跡
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
遺
跡
内
で
土
木
、
建
築
工
事
等

を
計
画
さ
れ
る
場
合
は
、
文
化
財
保

護
法
に
よ
り
事
前
に
届
出
が
必
要
で

す
。
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
の
み
、
事
前
の
調
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
の
度
、
従
来
か
ら
あ
る

遺
跡
に
表
2
の
地
域
が
加
わ
り
ま
し

た
。
郷
土
の
歴
史
的
環
境
保
護
の
た

め
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
先
=
郷
土
博
物

館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

表2 遺跡追加地域一覧

平
成
8
年
3
月
に
伊
興
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
騎
馬
人

物
像
の
描
か
れ
た
木
簡

葦
立
ち

地
域
で
活
動
す
る
人
々

年
明
け
か
ら
、
暇
を
み
つ
け
て

は
区
内
の
施
設
を
訪
問
し
て
お
り

ま
す
が
、
ど
の
施
設
へ
い
っ
て
も

区
民
の
方
が
、
実
に
い
ろ
い
ろ
活

動
し
て
い
ら
れ
る
の
を
見
、
大
変

感
激
い
た
し
ま
し
た
。

講
座
・
講
演
会
で
学
ん
で
い
る

大
、
自
主
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て

活
動
し
て
い
る
大
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
大
等
々
。
そ

の
活
動
の
多
様
さ
と
、
年
齢
等
の

参
加
し
て
い
る
人
の
多
彩
さ
に
驚

い
て
い
ま
す
。

保
健
所
で
は
、食
盂
吊
健
康
を

考
え
る
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
に
子
育

て
中
の
若
い
親
と
子
が
楽
し
気
に

集
っ
て
お
り
、
障
害
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
校
生
を
含
む
多
く
の
地
元

の
人
の
協
力
を
得
て
、
事
業
が
展

開
し
て
い
ま
し
た
。
女
性
セ
ン
タ

ー
に
は
、
1
7
0もの
グ
ル
ー
プ
が
日

常
的
に
活
動
し
て
お
り
、
介
護
や

料
理
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
男
性
の
参
加
も
あ
る
と
の
こ

と
。だ
れ
も
が
皆
、実
に
生
き
生
き

と
し
て
い
る
の
で
す
。

生
涯
学
習
が
叫
ば
れ
て
久
し
く

な
り
ま
す
が
、
活
動
の
様
子
か
ら

は
、「
生
汪
学
習
」と
い
う
言
葉
を

越
え
て
、
地
域
活
動
が
自
己
の
生

き
方
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う

い
う
人
々
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、地
域
も
衷
陞
み
や
す
く
な
っ

て
い
く
は
ず
で
す
。
多
く
の
皆
様

の
積
極
的
な
活
動
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

区
長

吉
田
万
三

◎ エ ク ス プ レ ス は 奇 数 月1 日/ タ ブ ロ イド 版 は 毎 月5 日 ・15 日 ・25 日 発 行
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消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
を
支
給

・
臨
時
福
祉
給
付
金

対
象
=
2
月
1
日
現
在
、2
月
分
の
次

の
い
ず
れ
か
の
年
金
ま
た
は
手
当
を
受

給
で
き
る
方
(
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
や
社
会
福
祉
施
設
に
措
置
入
所
の

方
等
は
別
途
支
給
さ
れ
る
の
で
除
く
)

▽
老
齢
福
祉
年
金

▽
障
害
基
礎
年

金
の
う
ち
旧
障
害
福
祉
年
金
に
相
当
す

る
も
の

▽
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
旧

母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
に
相
当
す
る

も
の

▽
児
童
扶
養
手
当

▽
特
別
児

童
扶
養
手
当

▽
特
別
障
害
者
手
当

▽
障
害
児
福
祉
手
当

▽
福
祉
手
当

(経
過
措
置
分
)

▽
原
爆
被
爆
者
諸

手
当
(
医
療
特
別
手
当
、
特
別
手
当
、

健
康
管
理
手
当
、
保
健
手
当
)

支
給

額
=
1
人
に
つ
き
1
万
円

・
臨
時
介
護
福
祉
金

対
象
1
2
月
1
日
現
在
、
①
8
年
度
分

の
特
別
区
民
税
の
所
得
割
が
非
課
税
の

方

②
ご
本
人
が
控
除
対
象
配
偶
者
ま

た
は
扶
養
親
族
の
場
合
は
、
①
の
要
件

に
該
当
し
、
か
っ
控
除
ま
た
は
扶
養
し

て
い
る
方
の
特
別
区
民
税
の
所
得
割
が

非
課
税
の
場
合

③
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
(
社
会
福
祉
施
設
に
措
置
入
所
)

の
方
)
や
病
院
等
に
2
月
1
日
現
在
、

継
続
し
て
3
ヵ
月
を
超
え
て
入
院
・
入

所
し
て
い
る
方
は
除
く
)

▽
9
年
2

月
1
日
に
お
い
て
、6
力
阿
Mヱ

篦
U

て
、寝
た
き
叺
鳶
ぽ
殿
簧
の
状
態
で
あ

っ
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
6
5歳
以

上
の
方
(
昭
和
7
年
2
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
)

▽
2
月
分
の
特
別
障

害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
ま
た
は

福
祉
手
当
(
経
過
措
分
)
を
受
給
で
き

る
方

支
給
額
=
―
人
に
つ
き
3
万
円

圏
臨
時
特
別
給
付
金

対
象
1
2
月
1
日
現
在
、6
5歳
以
上
の

方
(
昭
和
7
年
2
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
)
で
、
①
8
年
度
分
の
特
別
区

民
税
が
非
課
税
の
方

②
ご
本
人
が
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
の
場

合
は
、
①
の
要
件
に
該
当
し
、
か
つ
控

除
ま
た
は
扶
養
し
て
い
る
方
の
特
別
区

民
税
が
非
課
税
の
場
合
(
臨
時
福
祉
給

付
金
が
支
給
さ
れ
る
方
砥
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
や

社
会
福
祉
施
設
に
措
置
入
所
の
方
等

も
、別
途
支
給
さ
れ
る
の
で
墜
荼
す
)

支
給
額
1
1
人
に
つ
き
1
万
円

い
ず
れ
も

申
込
l
支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、3
月
初
め
に
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
支
給
対
象
者
の
方
で

、3
月
卵一
日

頃
に
な
っ
て
も
申
請
書
が
届
か
な
い
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

期
限
=
3
月
2
5

日
(
消
印
有
効
)

※
期
限
を
過
ぎ

た
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
給
付
金
は
申
請
書
を

審
査
の
つ
凡
、4
月
末
頃
ま
で
に
口
座

振
込
等
で
支
給
し
ま
す

申
・
問
先
=

年
金
関
係
で
支
給
を
受
け
る
方

国
民
年
金
屎
給
付
係

児
童
扶
養
手
当
関
係
で
支
給
を
受
け
る

方
…
…
…
…
児
童
福
祉
課
児
童
手
当
係

障
簪
や
福
祉
手
当
関
係
で
支
給
を
受
け

る
方
…
…
…
在
宅
福
祉
課
在
宅
福
祉
係

原
爆
被
爆
者
関
係
で
支
給
を
受
け
る
方

保
健
管
理
課
管
理
係

そ
の
他
の
関
係
で
支
給
を
受
け
る
方

福
祉
管
理
課
・
各
福
祉
事
務
所
(
左
表
)

・
在
宅
福
祉
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1 福祉事務所一覧

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
入
場
券
の

予
約
申
込
書
あ
り
!

区
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム
に

P
R
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

雪
と
氷
の
祭
典
、
長
野
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
P
R
コ

ー
ナ
ー
を
3
月
7
日
区
役
所
庁
舎
I

階
ア
ト
リ
ウ
ム
に
設
け
ま
す
。
こ
れ

は
友
好
都
市
山
ノ
内
町
志
賀
高
原
で

行
わ
れ
る
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
と
ス
ノ

ー
ボ
ー
ト
競
技
大
会
に
ち
な
ん
で
設

置
さ
れ
る
も
の
で
す
。
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
入
場
券
案
内
一
(

入
場
券
予

約
申
込
書
つ
き
)
は
、
都
市
提
携
で

配
布
を
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
入
場
券
予
約
申
し
込

み
は
3
月
1
4日
ま
で
で
す
。

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

期
間
1
1
9
9
8
年
2
月
7
日
～
2
2

日
(
7
競
技
6
8種
目
)

場
所
―
長

野
市
、
山
ノ
内
町
、
白
馬
村
、
軽
井

沢
町
、
野
沢
温
泉
町

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

期
間
=
1
9
9
8
年
3
月
5
日
～
1
4

日

場
所
―
長
野
市
、山
ノ
内
町
、

白
馬
村
、野
沢
温
泉
町

-
い
ず
れ
も
I

問
先
=
都
市
提
携
担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

会
場
の
一
つ
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
③
　

差
別
の
一
つ
に
就
職
に
伴
癶
差

別
が
あ
り
李
歹
。

職
業
選
択
の
自
由
は
、
憲
法
に

お
い
て
保
障
さ
れ
て
お
り
、
人
間

の
生
存
権
に
も
か
か
わ
る
重
要
な

問
題
で
す
。

た
く
さ
ん
の
企
業
が
集
ま
っ
て

い
る
東
京
で
、
従
業
員
を
採
用
す

る
際
'
1
5募
者
の
基
本
的
人
権
に

関
す
る
問
題
が
起
き
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

同
和
地
区
の
出
身
者
が
就
職
の

時
に
、
筆
記
試
験
に
は
合
格
し
た

が
、
応
募
書
類
や
身
元
調
査
な
ど

に
よ
り
不
採
用
に
な
っ
た
ヶ
I
ス

が
あ
り
ま
し
た
。

中
学
校
卒
業
予
定
者
や
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
が
、
就
職
に
際
し

使
用
す
る
5
募
書
類
は
、
全
国
的

に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

応
募
者
の
適
正
・
能
力
の
み
を
基

準
と
し
た
公
正
な
採
用
選
考
を
行

っ
て
も
ら
う
た
め
に
定
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
今
年
度
か
ら
、
こ
の
S

募
書
類
の
本
籍
・
家
族
欄
が
削

除
さ
れ
、
よ
り
応
募
者
の
適
正
・

能
力
を
重
視
す
る
内
容
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
一
般
求
職
者
が
応
募
す

る
際
に
は
、
J
I
S
規
格
の
履
歴

書
等
を
使
用
し
、
本
籍
地
は
都
道

府
県
の
み
を
記
入
す
る
な
ど
就
職

差
別
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な
方

法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担

当
へ

宿 泊 施 設 イン フォメ ー ショ ン

5 ・6 月 分の
利用 案内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。申
込
=
公
社
の

各
施
設
で
販
充
す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
、必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送

ま
た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
隕

り
ま
す
)
期
間
1
3
月
1
日
～
1
0
日

必
着
(
抽
選
結
果
を
3
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
)

受
付
=
当
選
者
は
、4
月
1
0

日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過

ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま

す
)空

き
室
の
利
用

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
4
月
H

日
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」
で
予

約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施
設

で
も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
2

・
3
・
4
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に

お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
暁
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で

す
)

各施設利用案内5 ・6 月利用分

公社 施設 で 、すでに 購入 済 みの 宿泊 施設抽 選申 し込 みカ ード( 専用 ハガ キ) に は「鋸 南自然 の家 」の表示 がない もの があ り ます が、 使用 でき ます 。 施設名 欄 に「鋸 南自
- MTi waan>>>- “ J ゛y・U, US回- j g- 7V心゛Xl g・いXI・XI I l gl yl ` ¶ y- |● i 然の家」と記入し、申し込んでください。

利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 涌でお願いしま4
「那須・森の家」へは直通バスも遷行しています。公社窓口へお周い合わせください

●コミ ュ ニティ文化 ・スポーツ公社各 施設一覧

※ 受付畤胃=a) ～@は午前9畤～午後8畤、e・@は午前10畤～午後6畤( 毎週月● 日休館)
0は午前9時～午後5畤( 土・日・祝日を除く)

湯河原あだち荘

□ 少年相談所開設日時- 3月14日～16日、午前1叩寺～午後5時場所一大丸東京店9階内容一少年の非行問題に関すること/少年自身の悩みごと/いじめ問題や非行防止に関すること費用一無料問先一警視庁少年第一課少年相談室　3581―4321
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健康カレンダー 3月の予定
保

健

ガ
イ
ド

精
神
保
健
区
民
講
座

精
神
障
害
者
の
生
活
支
援

精
神
障
轡
者
の
生
活
支
援
、
特
に
住

ま
い
と
日
常
生
活
の
問
題
や
エ
夫
に
つ

い
て
実
賎
的
に
学
び
ま
す
。日
時
1

3
月
1
5
日
(
土
)
、午
後
2
時
～
4
時

場
所
I
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

講
師
―
須

藤
守
夫
氏
(
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
)
、斎
藤
嘉
美
氏
(
世
田
谷
福
祉
事
務

所
職
員
)
、香
山
充
子
氏
(
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
管
理
者
)

定
員
λ
J
人

一
用

―
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

申
・
問
先
―
足
立
作
業
訓
練
所

(
3
8
8
0
)
5
4
5
4

健康・体力増進フォーラム
学校・家庭・地域における健康づ くり

健
康
・
体
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、
医

師
を
は
じ
め
と
歹
る
専
門
家
と
語
り
合

つ
て
み
ま
せ
ん
か
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力

測
定
や
健
康
相
酸
、
最
新
の
健
康
機
器

の
展
示
・
体
験
も
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

日
時
1
3
月

1
日
(
土
)
、正
午
～
午
後
4
時
場
所

―
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
右
表

の
と
お
り

定
-

椢
人

費
用
―
無

料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先

―
体
育
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

乳
が
ん
体
験
者
交
流
会

日
時
1
3
月
狛
一
日
(
月
)
、午
前
1
0
時
～

正
午

対
象
=

乳
が
ん
の
回
復
者
お
よ

び
治
療
中
の
方

内
容
―
加
齢
に
伴
う

女
性
の
身
体
の
変
化
に
つ
い
て
の
話

と

、
し
び
れ
な
ど
の
悩
み
や

、
工
夫
し

て
い
る
こ
と
の
情
報
交
換

定
員
ふ
J
一

人
S

料
=
無
料

申
込
―
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
申
・
問
先
1
千
住
保
健

所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

狂
犬
病
予
防
注
射

会
場
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

区
で
は
、
毎
年
、4
月
中
旬
か
ら
区

内
4
0力
所
の
会
場
で
、
飼
犬
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
、

午
前
と
午
後
の
会
場
が
一
部
入
れ
替
わ

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
町
会
自
治
会

の
回
覧
と
4
月
5
β
号
の
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
登
録
済
の
家
庭

に
は
、4
月
に
個
別
通
知
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。会
場
と
時
間
を
ま
く
お
確
か
め
の

う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
先
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

家
族
の
た
め
の
精
神
講
座

精
神
分
裂
病
の
治
療
を
中
心
に

日
時
=
3

月
1
7日
(
月
)
・
2
4
日
(
月
)
、

午
後
1

時
3
0
分
～
3

時
3
0
分
(
2
日
制
)

対
象
―
区
内
在
住
の
精
神
障
害
者
を
抱

え
る
家
族

内
容
1
1

日
目
…
病
気
の

理
解
/
2

日
目
・
:
家
族
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
講
師
―
平
山
正
実
氏
(
北
千

住
旭
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)
定
a
1
5
0

人
s
用
―
無
料
申
込
=
電
話
場

・
申
・
問
先
―
中
央
本
町
保
健
相
談
所

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

ぜ
ん
息
児
の
方
へ

音
楽
で
腹
式
呼
吸
を
覚
え
よ
う

日
時
1
3
月
1
9
日
(
水
)
、午
唆
2
時
～

4
時

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ

ど
も
科
学
館

対
象
―
ぜ
ん
廖
を
治
療

中
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
(
保
護
者

の
み
の
参
加
も
可
)

内
容
=
ぜ
ん
息

発
作
の
予
防
と
軽
減
に
役
立
つ
、
音
楽

を
使
っ
た
腹
式
呼
吸
の
講
演
と
実
技

※
勳
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い

講
師
―
福
田
義
子
氏
(
日
本
音
楽

潦
法
研
究
連
き
幹
事
)

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
公
害
補
償

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

選
挙
豆
知
識

投
票
日
は
ど
う
や
っ
て
決
ま
る
の
?

選
挙
は
一
般
的
に
、
任
期
満
了
や

解
散
・
欠
員
な
ど
が
生
じ
る
日
か
ら

あ
ま
り
離
れ
な
い
時
期
に
行
う
の
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
零
歹
。
こ
の

た
め
公
職
選
挙
法
で
は
、
任
期
満
了

の
場
合
、
満
了
日
の
前
3
0日
以
内
に

選
挙
を
行
う
よ
う
定
め
て
い
ま
す

(国
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、

国
会
の
会
期
に
よ
っ
て
、
国
会
閉
会

日
か
ら
苔
以
後
3
5日
以
内
に
行
う

特
例
が
あ
り
ま
す
)
。

任
期
満
了
に
よ
り
今
回
行
わ
れ

る
、都
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
が
投
票

日
を
決
定
し
ま
す
が
、
現
職
の
任
期

が
今
年
の
7
月
2
2
日
に
満
了
y
る
た

め

、
選
挙
は
6

月
2
2
日
か
ら
7

月
2
1

日
ま
で
の
間
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

。東
京
都
選
誉
高

萋

員
会
は

こ
の
こ
と
を
ふ
客

兄
て
検
討
を
重
ね

た
結
果

、
去
る
2

月
7
日
の
定
例
会

飄
で

、
投
票
日
を
7

月
6

日
(

日
)

と
定
め
た
の
で
す

。

な
お

、
解
散
・
欠
員
な
ど
の
理
由

に
よ
り
選
挙
奮
灯
う
場
合
は

、
そ
れ

が
生
じ
た
日
か
ら
事
由
に
よ
り
4
0
日

ま
た
は
5
0
日
以
内
の
期
間
に
投
票
日

を
定
め
る
こ
A
J
A
Jさ
れ
て
い
ま
す

。

問
先
L

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足

立

保

健

所

の

住
居
表
示
が
変
わ
り
ま
す

区
で
実
施
す
る
住
居
表
示
変
更

に
伴
い
、3
月
1
日
よ
り
、
足
立

保
健
所
の
住
居
表
示
が
恋
5
り
ま

す
。

新
住
居
表
示
―
西
竹
の
塚

二
丁
目
杪一番
8
号

※
な
お
、
住

居
表
示
が
変
わ
る
だ
け
で
す
の

で
、
所
在
地
、
電
話
番
号
は
倉
石

り
ま
せ
ん

問
先
=
足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

あなたの
ワ ン チ ャ ン

大丈夫?
春先は、特に犬の苦囀が多数寄せ

られます。「犬 が家 の前でフンをし
たj 「鳴き 声がうるさくて眠れない」
「いつも放し 飼いにしているので恐
いj 「犬に噛まれた」などです。
そしてこれら のほとんどが、隣り

同士や、お向 かいといった近所での
事です。
ペ ット は飼っている人にとっては

可愛く て何でもないことでも、嫌う人
は多いようです。
ご 近所 への配慮には充分注意しま

し ょう。

≪足立保健所・千住保健所≫

3 月の献血

問 先= 東京東赤 十字血液センタ ー 5682―2801
区役所保健予防系 3880 ―5111 ㈹

掲
示
板

・
耐
震
お
よ
び
建
築
に
関
す
る
無
料
相

談
と
パ
ネ
ル
ー
パ
ー
ス
展

日
時
1
3
月
1
6日
1
2
0日
、
午
前
1
0時

～
午
後
4
時
3
0分

場
所
l
区
役
所
I

階
ア
ト
リ
ウ
ム

内
容
―
建
物
の
耐
震

や
建
築
に
つ
い
て
の
全
般
的
相
談
/
防

災
避
難
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
展
示
/

建
物
完
成
予
想
パ
ー
ス
展
示

問
先

―
足
立
区
の
建
築
史
を
研
究
す
る
会

八
5
4
7
2
)
7
6
8
1

・
短
期
講
習
会
「
第
2
種
一
気
工
事
士

(学
科
)
」

日
時
=
4
月
2
4日
1
5
月
2
2日
の
火
・

木
曜
日
(
全
8
回
)
、午
後
6
時
3
0分
1
8

時
5
5分

対
象
―
在
職
者

定
員
-
5
0

人
(
抽
選
)

費
用
1
千
沺
円

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、動
務
先
名
、講
習
名
等
を
明
記

期
限
=
3

月
1
1日
必
着

場
・
申
・

問
先
=
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門

校

〒
1
2
0綾瀬
5
-
6
-
I

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

一
□ 「都 民 劇 場 」 眷 の 会 員 募 集 演 劇 や 音 楽 を 安 い 会 費 で 鑑 賞 で き る 団 体 で す 。2 ・3 月 は 、 入 会 金 千 円 が500 円 に 割 引 と な り ま す 。 ※ 案 内 書( 無 料) は 電 話 で 誚 求　

申 ・ 問 先- ( 財) 都 民 劇 場 　3289 ―4621
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ひと り で悩んでいませんか
気軽に利用

して くだ さ い 無料相談室
家族のこと、仕事のこと、健康のこと…日常生活で生じる様々な問題。

これらの問題で、ひとりで悩んでいませんか?

区では、それぞれ専門の相談貫が、みなさんの悩みや問題を解決する

お手伝いをしています、そこで今回は、区のいろいろな場で行っている

相談について特集しました、生活一般の問題はもとより、法律、建築、

企萋暃営など専門gl 鋳を要する問題などもそれぞれ専門の相談コーナー

を設けています。個人の秘密やプライバシーは固く守られます、

どうしたらいいか困った時、気軽に相談室をご利用ください。

交
通
事
故
相
談

万
が
一
、事
故
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら

】
瞬
の
閧
に
起
こ
る
交
通
事
故
。
突

然
の
こ
と
で
飃
も
が
混
乱
し
零
y
。
不

幸
に
し
て
事
故
に
あ
っ
た
、
あ
る
い
は

事
故
食
`
こ
し
て
し
ま
っ
た
等
々
。
ど

の

よ
う
に
対
処
す
れ
喘
ぶ
い
か
わ
か
ら

な
い
と
糞
ほ

、
交
通
事
故

相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
賠
償
金
の
額
、
示
談
の

内

容
、
保
険
金
騎
求
手

続
忝
な
ど
、
事

故
に
関
す
る
様
々
な
相
陝
に
専
門
的
立
$

■
ら
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
簡
眼
な
相
談
は
竜
話
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

【
相
岐
事
例
】

▽
自
丘
車
対
崋
の
事
故
(

自
転
車
の
赤

信
号
無
視
、一

傷
)
。
申
偏
の
任
意
保
険

会
紅
は
冶
癖
費
等
の

支
払
を
し
て
く
れ

な
い
。

ち

し
た
ら
よ
い
か
。
(
各

自

鴫
貫
保
険
に
纃
求
で

膏
汞

す
)

▽
事
故
で
け
が
を
し
、
任
意
保
険
会
社

か
ら
摸
楙
萌

儻
碩
計
算
魯
が
き
た
。
内

容
か
妥
当
か
見
て
欲
し
い

。

相
談
日
1

月
～

金
皿
日
(

祝
日

を
除

く
)
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時

場
・

申
・
問
先
=

区
民
相
談
室

む
(
1
)
5
1
1
1

㈹

商

工

相

談

経
営
者
の
皆
さ
ん

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
設
備
投
資
の
た
め
の
融
資
を
受
け

た
い
」
、
「
労
務
の
こ
と
で
相

談
し
た

い
」
と
い
っ
た
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。
商
店
や
工
場
夲
壥

倉
す
る
皆
さ

ん
の
た
め
に
、
経
理

、
金
融
、
下
脾
け

あ
っ
せ
ん
等
に
つ
い
て

専
門
知
識
と
経

缺
を
も
つ
相
談
貝
に
よ
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
7

年
度
は
千
枷
件
の
相
談

が
あ
り
ま
し
た

。
電
話
で
の
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
の
で

、ご
利
用
く
だ
さ
い

。

相

談
日
=

月
I

金

曜
日
(

祝
日
を
除

く
)

、
午
前
1
0
時
I
午
後
4

時
(

予
約

制
)

相
談
内
容
=
閲
業
、
転
業
、
企

業
岨
織
化
、
近

代
化
等
/

経
営
曾
理
、

販

充
、
生
涯
技
術
等
/
経
理
、
税
務
、

力
務
、
金
融
等
/
下
請
け
(
あ
っ
せ

ん

受
注
、
発
注
)

等

場
・
申
・
問
先
I

産
業
振
興
凧
商
工
相
談
室

魯
(
3

～
)
5
1
1
1

㈹

女

性

相

談

女
性
が
生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

「
夫
に
は
仕
事
が
あ
り
、
子
ど
も
は

独
立
し
て
し
ま
い
、
私
は
な
に
を
生
き

が
い
に
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
途

方
に
く
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
が
つ
ま
ら

な
く
て
・
・
・
」
こ
ん
な
こ
と
で
悩
ん
だ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
y
夫
婦
・
親
子

の
こ
と
、暇

場
や
地
域
で
の
人
間
関

係
、

そ
し
て

自
分
自
身
の
こ
と
。
社
会
や
生

活
環
境
の

変
化
と
と
も
に
、
家
庭
や
職

婦
、
地
域
の
女
畦
に
も
様
々
な
問
麗
が

牛
柬

れ
て
い
ま
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
だ

か
ら
と

、
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
う
ち

に
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
し

書
つ
'
』と

も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
ど
海
ほ

、
気
唖

に
相
貌
し
て
く
だ
さ
い

。
女
性
問
罨
耳

門
り
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
者
の

気
持
ち
を
丁
寧
に
う
か
が
い

。
相
談
者

か
気
持
ち
の
整
理
を
し
、
自
分
の
問
題

と
し
て

、
自
分
で
解
決
し
て
い
く
ぷ
つ

に
お
手
伝
い
を
し
李
"

。
参

翼

ん

個

人
の
秘
密
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
鯵
元
全
に

守
ら
れ
ま
す
。
東
芝
、
週
に
2
回
夜
間

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
日
1

月
・
火
・
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
1
午
唆

4
時
(
正
午
1
午
後
1
時
&
矗
く
)
/

水
・
木
罐
日
、
午
後
2
時
～
1
時
(
午

後
5
時
～
1
時
&
匠
く
)
*
い
ず
れ

も
祝
日

各
吸
く

申
込
―
電
話
(

予
約

制
)

壜
・

申
・
問
先
―
女

性
総
合
セ

ン
タ
ー
相
談
室

魯
(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

齔隹相談・消費者相談は、エル
・ノフィアで行っています

教

育

相

談

子
ど
も
の
し
つ
け
や
学
校
の
こ
と
で
悩
ん
だ
ら

教
育
相
談
室
は
、
区
内
曾
ヵ
所
に

設
置
さ
れ
、
子
ど
も
の
教
育
に
か
か
わ

る
ゐ
ら
ゆ
る
相
談
に
心
じ
て
い
嫐
y
。

相
談
は
、
級
育
。
心
理
の
専
門
相
談
員

が
担
当
し
ま
す
。
保
震
者
の
方
や
お
子

さ
ん
本
人
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
一
緒

に
考
瓦
な
が
ら
相
談
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。
必
要
に
S
じ
て
、
医
師
の
診
察
、

心
理
検
査
、
他
の
専
門
機
関
へ
の
紹
介

を
し
嫐
y
。
相
談
日
1
月
L
金
曜
日

(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9

時
～
午
後
5

時

対

象
―
区
内
に
在
庄
・
在
学
の
幼

児
、
小

・
中
学
生
お
よ
び
両
校
生
ぐ
ら

い
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

相

駁
内
容
―
学
校
(

園
)
へ
行
き
な
が
ら

な
い
/

李
校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な

い
/
言
葉
が
遅
い
/
落
ち
一
き
が
な
い

/
学
校
(
園
)
で
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

ら
し
い
/
な
か
な
か
友
達
が
で
き
ず
、

う
ま
く
遊
ぺ
な
い
/
そ
の
他
、
子
ど
も

の
し
つ
け
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
悩
み
や
心

配
ご
と
申
込
―
電
話
か
匱
笹
お
申
込

み
く
だ
さ
い
(
予
約
制
)
。
原
則
と
し
て

本
人
・
保
護
者
か
ら
の
申
し
込
み
に
な

2
ヂ
鳩
・
申
・
問
先
l
教
囎
研
呪

所
教
育
相
談
至
竹
の
楸
2
-
2
5
-
2
1

s
(
e
)
9
5
3
1

教
育
相
談
綾
瀬
分
室
綾
瀬
―
-
3
4
-

7
-

濃
(
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
内
)

?
1
8
)
3
5
8
8

教
育
相
談
肩
浜
分
室

鹿
浜
5
L
2
7
1
1
(

北
颶
浜
小
学
校
内
)

魯
(
a
5
6
)
7
7
3
5

・

電
晒
で
も
相
談
で
き
ま
す

ち
ょ
つ
と
だ
け
相
摯
し
た
い
、
来
所

す
る
時
間
が
な
い
、
お

愈
ぎ
の
方
な
ど

に
は
、
電
話
相
談
を
お
勤
め
し
ま
す
。

相
談
日
1

月
～
金
皿
日
(

祝
日

を
除

く
)
、
午
前
9

時
1

午
後
4

時
郛
分

魯
(
a
8
4
)
7
8
6
7

・

い
じ
め
一

話
相
談

小
・
中
学
校
の
い
じ
め
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
日
=
月
～

金
曜
日
(
祝
R

夲
吸
ぐ
)

、午
前
9

時

～
午
榎
4
時
s
分
鳩
・
申
・
問
先
―
酋
(
3
8
8
0
)
5
5
7
7

教
育
委
貝
会
指
導
靈

箱庭療法によるカウンセリング風・

消

費

者

相

談

注
意
!
　
内
職
等
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
急
増

消
費
生
活
に
か
か
わ
る
様
々
な
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
に
、
専
門
の
知
識
と
資
格

を
持
つ
消
費
生
活
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
な
い
、
解
決
の
た
め
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
搴
y
。
8
年
4
月
か
ら
1
2

月
に
受
付
け
た

相
談
は
2

千
田
件
に
も

の
ぼ
り
、
思
質

商
法
に
よ
る
被
害
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん

。
最
近

急
増
し
て
い
る

相
談
に
、
不
況
を
反
映
し
た
内

廠
や
副

業
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
ひ

李
す
。

全
国
の
灣
S

者
セ
ン
タ

ー
に
寄
せ
ら
れ

る
内
職
や
副

業
に
関
す
る
苦
情
相
談
は

年
々
急
増
し

。
7

年
度
は
千
件
を
祁
凡

る
苦
情
か
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。中
で

も
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
を
代
理
す
る

『
代
理
店
内
職

』
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
く

な
っ
て
い
*
チ

。「
代
理
店
内
職

」で
行

う
「
仕

事
」
は
多
種

類
に

わ
た
り
ま

す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
も
の
は
、
チ

ラ
シ
の
配
布
、
物
品
の
宅
配
、
化
粧
品

の
販
売
な
ど
で
す
。

・
こ
ん
な
点
に
注
意
―・

①
強
引
な
勧
誘
を
す
る
業
者
、
安
易
に

利
諮
菁
約
東
す
る
業
者
、
契
約
や
支
払

い
を
尽
ぐ
業
者
は
薺
注
意

②
電
話
で
の
勧
誘
、
広
告
内
容
を
う
の

み
に
レ
な
い

{
姿
心
し
て
契
約
で
き
る
こ
と
皋
優
卮

す
る
ま
で
、
代
金
は
支
払
5
な
い

④
契
約
す
る
前
に
消
賢
者
セ
ン
タ
ー
に

相
談
を

相
駁
日
1
月
I
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
9
時
I
午
後
5
時

場
・

申
・
問
先
―
消
費
者
セ
ン
タ
ー

き
(
3
8
8
0
)
～
8
0

乳
幼
児
の
育
児
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

蔵
学
前
の
児
童
の
子
育
て
に
つ
い
て

疑
問
や
お
困
り
の
J
A
J
&

あ
り
ま

し
た

ら
、
次
の
ぶ
つ
な
相
談
窓
口
を

ご
利
用

く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
欒
x
お
持
ち
の
方

に
、
ベ
テ
ラ
ン
の
保
母

が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

場
・
申
・
問

先
=
興
野
保
育

園
・・・
月
・
木
皿
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午

前
9
時
I

午
後
5

時

魯
(
3
8
9
0
)
3
a

斯
田
保
育
園
・・
・
火
・
金
暄
日
(

祝
日
を

除
く
)
、
午
前
9

時
～
午
後
5

時

e
(
3
9
1
1
)
0
9
6
3

東
保
青
園
・・
・
水
・
土
曜
日
(

祝
日
多
啄

く
)
、
午
前
9

時
～
午
後
i

時

魯
0
8
(
1
0
8
)
3
8
6
9

保
健
所
の
相
談

・

育
児
・
栄
養
相
談

育
児
や
栄
養
に
つ
い
て
不
安
や
疑
問

を
お
持
ち
の
方
、
お
子

声
ん

の
遊
び
仲

間
の
欲
し
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・

発
育
・
発
達
相
談

乳

幼
児
の
発
育
や
発
達
に
不
安
を
お

も
ち
の
方
に
、
専
門
医
ぐ

心
理
相
破
貝

等
が
相
談
に
応
じ
本
歹
(
予
約
制
)
。

-
い
ず
れ
も
I

く
わ
し
く
は
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

鳩
・
申
・
問
先
=
足
立

保
嗹
所
a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

?
3
8
8
8
)
4
2
7
7

江
北
保
健
相
談
所

魯
(
3
8
6
)
4
0
0
4

中
央
本
町
保
健
相
談
所

き
(
3
8
8
0
)
a
5
1

東
和
保
健
相
談
所

魯
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

専

門

相

談

発
達
に
心
配
の
夸
蒭
拏
呑
ん
と
家

族
の
相
談
を
お
受
け
」
豕
y
。
相
談

日
=
月
卜
金
曜
日
(
祝
日
痴
啄
く
)
、
午

前
9
時
I
午
俊
5
時

場
・
申
・
問
先
=

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
幼
児

指
導
係

酋
(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

児
童
相
談
(
都
の
相
談
)

養
育
。障
害
、家
庭
環
糲
な
ど
児
童

の
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。鳩
・
申
・
問
先
1
糯
・
足
立
児

童
相
談
所
・
・
一
月
I
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

酋
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

都
・
児
童
相
談
セ
ン

タ
ー
電
話
相
談
室

・・・
月
L

金
曜
日

、
午
前
9

時
I

午
後
8

時
3
0分
/

土
・
日
・
祝
日

、
午
前
9

時
I

午
後
i

時

魯
(
3
2
0
2
)
4
1
5
2

こ
の
ほ
か
下
表
の
無
料
相
談

が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は

各
問
い
合
わ
せ
先
へ

職 業 相 談

峯い ず れも 祝 日 を 除く

税 金 相 談
**3880 ―5111㈹

健 康 相 談

頸いずれも 祝日 を除く

住まいの相談
酋3e叨- 5111㈹

● い ずれ も祝日 を除 く

福 祉 相 談

峯い ずれも 祝日を除く

身近な問題の相談
O3880- 5111 ㈹ ●緑の相談を除く

-
● い ずn も 祝 日 を 除く

道路交通環境整備月間

道路の不正使用していませんか
3月は安全で快 適な道路環

塊をつくり、交通事故のない
明るいまちつくりを 目指す
「道路交通環境塵備月間」で
す。道路の安全は、道略を利
用する一人ひとり がr 思いや
り」「ゆずりあい」の気持ちを

もつことが大切です。
● 道路は正しく使いましょう
区では聾察署と共同で道路

の不正使用 者に対し、摺導・
魯告を行い正しい道路の利用
を目柑しています。

D 道路上に商品やワゴンを置
いたりしない
に電柱・街路灯・街路樹等に

看板・はり紙・はり札を取り
つけたりしない

● 道路はきれいにしましょう
遍路に自転車・バイク・家

電裂品等が捨てられているの

が目につきます。粗大ゴミは

道路に放置せず、清掃事筋所
に連絡しましょう。

● 日よけ・看板は許可が必要
です
日よけ・番板を週路上に突

出し て設置する鳩合は、基翠
にあったものに限り許可が受

けられます。
● 道路は広< 使いましょう
商品や自転車が道路を占覩

すると、歩行者や自 転車に乗
っている人にとって非常に危

険です。また、自動車の駐車
や交差点付近の駐停車は交通
渋蕎を引き起こす原因となり
迷惑です。快適な道路環境づ
くりにご協力くださいO

- いずれも一
問先一道路管理課占用係/ 交
通安全対策課監祭祕
B3880 ―5111㈹

私 たちがお手 伝いします

人権身の上相談
いじめや差別、偏見など人権に閼

することで悩んだことはありません

か? 区内には、法務大臣から委嘱
された12 人の人権楯霞委員が相談に
応じています。

「 問 題 の 解 決 に は 迅 璢 な

相 談 が1 番 で す ひ と り で

悩 ま な い で ま ず 置 跟 で ご

連略< だ さ い 」( 野 中 委 員)

人 権 瀘 腦 番 ● g ・

行 政 相 談
行数相談委貝は、総務庁長官から

委嘱され、区内には10 人の方がいま
す。道路や登記事筋などS の仕事を

はじめ、自治体・公庫・公団など行
政についての意見や要望、苦情など
がありましたら気軽にご相談くださ
い。

r行敢と住民のパイプ役と
して相談者への適切な助言
に男めています」(高橋委
員)

行政相談婁員名簿

-
い ず れ も

委員自宅と区民相談麕で相

談に応じています。相談日
一人権身の上相談…第2火钁
日、T破1時～3時/行政相

談…第3皿日、乍詭1時～
3 恥 ※ いずれも祝日を除く

場・申・問先一区民相談靈
酋38a} - 5U1 ㈹

引き取り に2 千円を徴収!

放置自転車禁止区域 梅島駅周辺
梅島駅周辺の放置自転車禁

止区斌は下図のとおりです。

禁止区域内の自転申は撤去さ
れ、引き取る際には撤去麝2

千円を徴収します。また、撤

去後2 ヵ月を過ぎると処分し

ますのでご注意ください。

● 民営駐車場

に梅鳥第一駐取場…幄兩只14

03880- 3241

E>梅島第一駐申脣・・梅田17- 2903880- 3241

冫 加平移送所… 加平2- 17- 6

先
藺先一自転車佩

03880- 5111 ㈹

梱島駅周辺自 転車放置禁止区 域
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは…

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

国

保

退
職
者
医
療
制
度

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
李
歹
。
病
院
等
に
か
か
る
場
合
。

一
般
加
入
者
が
自
己
負
担
金
3
割
に
対

し
て
、
表
1
の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。

対
象
―
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す

る
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
(
国
民

年
金
は
除
く
)
を
受
給
し
て
い
る
7
0
歳

禾
満
の
方
、
お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
方
・
:
年
金
加
入
期

間
が
2
0
年
以
上
ま
た
は
4
0
歳
以
降
1
0
年

以
上
あ
り
、
自
分
で
掛
金
を
駟
め
て
い

た
方
(
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
該
当
者

は
除
く
)
※
@
医
療
証
を
お
持
ち
の

方
で
も
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
場
合

は
、
切
り
替
え
の
手
譽

荅
し
て
く
だ

さ
い

申
込
1
年
金
証
書
(
年
金
受
給

開
始
時
に
届
い
た
被
保
険
者
期
間
の
の

つ
て
い
る
も
の
)
、
国
民
健
康
保
険
証
。

印
鑑
を
窓
口
に
持
参
。年
金
証
書
(
被
保

険
者
期
間
の
の
っ
て
い
る
も
の
)
が
届

い
た
ら
、
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま

た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
1
資
格

賦
課
係

表1 退職者医療制度一部負担金割合

保険料は変わりません

(学)

・
(遠)

保
険
証
を
お
持
ち
の
世
帯
へ

申
請
書
は
2
月
2
8日
ま
で
に
提
出
を

国
民
健
康
保
険
証
が
4
月
1
日
か
ら

新
し
く
な
る
た
め
、
@
・
@
保
険
証
を

引
き
続
き
必
要
と
す
る
場
合
、
ま
た
は

い
ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も

届
け
出
が
必
要
で
す
。⑦
(
学
生
用
)
・

@
(
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証
は
自
動
的

に
更
新
(
郵
送
)
し
ま
せ
ん
の
で
、
該

当
世
帯
に
お
送
り
し
て
い
る
申
請
S
を
2

月
2
8日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
先
=
資
格
賦
課
係

国
民
健
康
保
険
料
は

住
民
税
を
も
と
に
計
算
～
税
の
申
告
を
～

保
険
料
の
所
得
割
額
は
、
そ
の
年
度

の
住
民
税
額
を
基
礎
に
計
算
し
毒
y
。

正
し
い
保
険
料
算
定
の
た
め
に
も
、
昨

年
1
年
間
の
収
入
に
つ
い
て
の
「
確
定

申
告
」
・
「
住
民
税
の
申
告
」
を
、
期

限
内
に
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。
税
の
申

告
は
3
月
1
7日
ま
で
で
す
。

6
5歳
以
上
で
住
民
税
の
申
告
を
し
て

い
な
い
方
に
は
、
9
年
度
か
ら
「
特
別

区
民
税
・
都
民
税
簡
易
申
告
S
」
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
該
当
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
3

月
2
5日
(
予
定
)
に
申
告
書
を
お
送
り

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
簡
易
申
告
一
は

4
月
1
日
か
ら
区
民
事
務
所
、
課
税
課

に
あ
り
李
y
の
で
、
必
要
な
方
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
か
の
串
告

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
課
税
・
非
課
税
が
判
定
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
国
民
健
康
保
険
料

も
適
正
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま
た
、
保
険
料
均
等
割
額
の
軽
減
、

高
額
療
養
費
、
入
院
時
食
事
代
の
減
額

な
ど
の
判
定
資
料
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
毎
年
必
ず
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い

問
先
=
▽
申
告
S
の
提
出
・
書
き
方
…

課
税
第
丁

第
二
係

▽
国
民
健
康
保

険
料
に
つ
い
て
・
:資
格
賦
課
係

福

祉

社
会
福
祉
講
座

「
語
り
」と
「
音
楽
」へ
の
誘
い

生
き
る
喜
び
と
笑
い
を
伝
え
る
「
語

り
」
を
め
ぎ
y
と
い
う
福
角
幸
子
さ
ん
。

「
わ
た
ぼ
う
し
語
り
部
学
校
」
で
学
び
、

紙
芝
居
屋
さ
ん
が
夢
と
い
い
ま
す
。
車

い
す
か
ら
の
「
語
り
」
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
ウ
エ
ス
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

ズ
の
演
奏
と
寿
限
夢
グ
ル
ー
プ
手
作
り

の
紙
芝
居
も
一
緒
に
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。日
時
=
3
月
1
5
日
(
土
)
、

午
後
1
時
～
3
時
場
所
=
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
定
員
=
1
0
0
人

S
用
―
無
料
申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ
※
当
日
は
、
体
の
不
自
由
な
方
の

た
め
に
竹
の
塚
～
セ
ン
タ
ー
間
の
バ
ス

運
行
を
い
た
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
先
―
西
部
障
客
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

療
養
費
の
支
給
の
制
度
が
あ
り
ま
す

療
養
費
と
は
、
医
療
の
費
用
を
皆
さ

ん
が
病
院
等
に
一
旦
全
額
を
支
払
い
、

必
要
な
S
類
を
添
え
て
国
保
課
に
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
と
で
国
保
で
定

め
ら
れ
た
基
準
額
の
7
割
の
金
額
が
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
(
退
職
者
本
人
の

場
合
は
8
割
、
退
職
者
被
扶
養
者
の
場

合
は
入
院
8
割
、通
院
7
割
)
。
対
象

―
や
む
を
え
ず
保
険
証
で
治
療
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
き
/
コ
ル
セ
ッ
ト
な

ど
の
治
療
用
補
装
具
を
つ
く
っ
た
と
き
/

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を

受
け
る
と
き
(
医
師
が
認
め
、
病
院
等

に
こ
れ
ら
の
施
設
が
な
い
と
き
)

申

・
問
先
=
▽
国
保
加
入
の
方
・
:国
民
健

康
保
険
課
保
険
給
付
係

▽
7
0歳
以
上

の
方
・
:福
祉
医
療
課
医
療
助
成
係

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

医
療
費
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

2
月
下
旬
に
通
知
書
(
医
療
費
の
お

知
ら
せ
)
を
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
通
知
S

は
、
皆
さ
ん
の
健
康
と
医
療
費
負
担

の
内
容
に
つ
い
て

、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
今
回
は
、8

年
9
月
に
診
療
を
鷽
け
た
方
に
、
そ

の
月
の
医
療
費
の
全
額
(
1
0割
分
)
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
(
総
医
療
費
が
1
千

円
以
下
の
場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請

求
が
遅
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
お
送

り
し
て
い
ま
せ
ん
)
。な
お
、こ
の
通
知

は
、
お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特
に
手
続

き
豪
歹
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

先
=
医
療
助
成
係

税

金

税
金

の

申
告
は

3
月
1
7
日
(
月
)
ま
で
で
す

所
得
税
・
贈
与
税
・
特
別
区
民
税
・

都
民
税
・
個
人
事
業
税
の
申
告
は
3
月
1
7

日
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申
告

は
、3
月
3
1日
が
期
限
で
す
。3
月
に

入
り
ま
す
と
非
常
に
込
み
合
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

・
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
出
張
受
付

区
民
事
務
所
で
表
3
の
と
お
り
出
張

受
付
を
お
こ
な
い
ま
す
。

※
前
年
に

所
得
の
な
い
方
で
も
、
非
課
税
証
明
S

が
必
要
に
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
時
期

に
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い

。

申
・
問
先
―
▽
所
得

税
・
贈
与
税
・
消
費
税
・・・
足
立
税
務
署

　
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

心
3
8
4
0
)
1
1
1
1

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
…
区
役
所
課

税
課

酋
(
3
8
8
0
)
1
1
1
1

㈹

▽
個
人
事
業
税
・
:
足
立
都
税
事
務
所

　
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

表3 特別区民税・都民税の出張受付日程お
持
ち
で
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
支
払
つ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
、
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
な
芦
豕
‘所
有
し
て
い

る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機
付

自
転
車
や
軽
二
・
三
・
四
輪
車
、
二
輪

小
型
自
動
卑
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
次

に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
を
す
れ
ば
9

年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

対
象
=
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い

な
い
方
(
一
泰
に
盗
難
届
を
出
し
て
も

廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け
出
を
し
な

い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り
し
た
方
/

解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
方

問
先
―
表
4
の
と
お
り

表4 問 い 合 わ せ 先 一 覧

区
立
第
四
中
学
校

「
夜
間
学
級
」の
就
学
案
内

義
務
教
育
を
終
了
し
て
い
な
い
方

な
ら
y
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

対
象
―
小
・
中
学
校
を
本
業
で
忝
な

か
っ
た
方
で
、学
習
意
欲
の
あ
る
方

授
業
時
間
―
午
後
5
時
3
0
分
～
9
時
　

(様
々
な
行
事
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
給

食
が
あ
り
ま
す
)
申
込
=
直
接
来

校
し
て
く
だ
さ
い
受
付
時
間
―
午

後
3
時
～
9
時
3
0
分
(
春
休
み
中
は

午
後
2
時
～
7
時
3
0分
)

申
・
問

先
1
第
四
中
学
校
夜
間
学
級

(
3
8
8
7
)
1
4
6

○

区議会第1 回定例会
区議会第1 回定例会が表2 のとおり

開会されます。本会議( 傍聴受付は30
分前) および委員会( 傍聴受付は1 時

関前) は公開しています。なお傍聴席
に制限があり ますので、事前にお問い
合わせください。
閤を- R 議4 塵孩局 　( 3880) ! si l i t r e

表2 第1 回定例会日程

◎ 引っ越しにお役立てください。あなたのそばの輸送相談所! 受付一月～金曜日、午前9時～午後5時問先一足立輸送相談所　3899―2088
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年

金

2
0歳
に
な
っ
た
方
に
基
礎
年
金
番
号
の

年
金
手
帳
を
送
り
ま
す
!

公
的
年
金
の
番
号
を
統
一
す
る
基
礎

年
金
番
号
が
9
年
1
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
公
的
年
金
制
度
は
、
将
来
の
生

活
の
保
障
や
事
故
・
訶
気
な
ど
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
年
金
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
加
入
す
る
も
の
で
す
。
国
民
年

金
は
、
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
で
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
年
金
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
2
月
に
2
0歳
に
な
っ
た

方
か
ら
、
2
0歳
の
誕
生
日
の
前
月
に
、

国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
を
送
り
ま

す
。
ま
た
、
回
答
の
な
い
方
に
は
、
誕

生
月
に
再
度
、お
知
ら
せ
を
送
り
ま
す
。

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
の
方

は
、
早
め
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
回

答
が
な
く
、
届
け
出
の
な
い
方
は
、
ど

の
公
的
年
金
に
も
加
入
し
て
い
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
誕
生
月
の
翌
月

に
。
社
会
保
険
庁
で
作
成
し
た
基
礎
年

金
番
号
の
年
金
手
帳
を
送
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
保
険
料
の
お
支
払
い
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
の
お

支
払
い
が
困
難
な
方
は
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
適
用
係

国
民
年
金
推
進
員
が

夜
間
・
休
日
も
訪
問
し
ま
す

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
年
金
制

度
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

国
民
年
金
加
入
者
の
お
宅
に
直
接
お
伺

い
し
、国
民
年
金
保
険
料
(
8
年
度
分
)

の
収
納
や
加
入
喪
失
届
の
受
付
・
相
談

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昼
間
は
留
守
の

方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
夜
間
や
休
日
に

も
訪
問
し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
推
進
員
は
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

問
先
―
推
進

係

保
険
料
が
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
が
4
月
か
ら
月
額
1

万
2

千
峩
円
に
な
り
ま
す
(

付
加
保

険
料
は
従
来
ど
お
り
月
額
椢
円
)
。

・

ご
存
じ
で
す
か

「
前
納
割
引
制
度
」

4
月
中
に
ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険

料
が
割
引
き
に
な
り
ま
す

。
ご
希
望
の

方
に
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

▽
6

ヵ
月
前
納
額
・
:
7
万
5

千
9
5
0円
(
8
5
0

円
の
割
引
)

▽
1
年
前
納
額
…
1
4
万
9

千
8
9
0円
(
3

千
7
1
0円
の
割
引
)

※
2

年
分
ま

と
め
て
納
め
る
と
1

万
5

千

円
程
度
(
8

年
度
実
績
)

の
割
引
き
に

な
り
ま
す
が

、2

年
分
ま
と
め
て
の
口

座
振
替
は
取
り
扱
つ
て
い
ま
せ
ん

問

先
=
保
険
料
係

年
金
受
給
者
の
方
へ

住
所
変
更
届
(
住
居
表
示
用
)
を
お
忘
れ
な
く

庄
居
表
示
の
実
施
に
よ
っ
て
、
住
所

が
変
わ
る
年
金
受
給
者
の
方
は
、
住
所

変
更
届
(
住
居
表
示
用
)
を
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

提
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
年
金
関
係
の
書

類
が
お
手
元
に
届
か
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
届
出
用
紙
は
、
国
民
年
金
課
ま
た

は
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
る
お
近
ぐ
の

区
民
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

※
老
齢

福
祉
年
金
の
受
給
者
の
方
は
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

問
先
=
給
付

係

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
3
月
5
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

鳩
所
=
区
役
所
国
民

年
金
屎
前

問
先
1
推
進
係

生
活

環

境

ご
存
じ
で
す
か

沿
道
環
境
整
備
事
業

区
で
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
道
路

交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止

と
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
促

進
を
図
る
た
め
、
日
光
街
道
(
荒
川
以

北
)
と
環
状
7
号
線
沿
道
の
沿
道
整
備

計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
沿
道
整
備
計

画
の
区
域
内
(
沿
道
の
お
お
む
ね
3
0
m
)

に
お
い
て
次
の
行
為
を
行
う
場
合
は
、

建
築
確
認
申
請
前
で
当
該
行
為
の
着
手

の
3
0日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

1

土
地
区
画
形
質
の
変
更

2
。
建
築
物
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
3

建
築
物
の
用
途
、
形
態
又
は
意
匠

の
変
更

ま
た
、
沿
道
整
備
計
画
に
伴
う
条
例

施
行
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
に
つ
い

て
は
。
居
室
(
沿
道
の
お
お
む
ね
2
0
m

の
区
域
内
)
に
対
す
る
防
音
工
事
費
や

緩
衝
建
築
物
(
騒
音
が
背
後
へ
通
り
抜

け
な
い
よ
急

遽
物
)
の
新
築
に
対
し

て
建
築
費
等
を
一
部
助
成
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
問

先
―
防
災
ま
ち
づ
く
り
係

新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
建

物
を
新
築
し
た
り
増
改
築
等
で
出
入
口

を
変
更
す
る
場
合
は
、
あ
ら
た
に
住
居

番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い

と
正
し
い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、

住
民
票
の
異
動
等
の
手
続
き
が
で
き
ま

せ
ん
。
上
棟
式
・
基
礎
工
事
が
終
了
し

ま
し
た
ら
、
建
築
確
認
書
一
式
(
特
に

そ
の
中
の
案
内
図
と
配
置
図
)
を
ご
用

意
の
う
兄
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
建
物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
も
、

所
有
者
や
ア
パ
ー
ト
等
建
物
の
名
称
が

変
わ
っ
た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で

す
。

問
先
=
住
居
表
示
担
当

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
に
感
謝
状

自
主
納
税
体
制
を
確
立
す
る
た

め

、
口
座
振
替
制
度
の
普
及
や
納

税
思
想
の
高
揚
な
ど
、
地
域
で
の

活
動
を
通
じ
て
区
の
税
務
行
政
に

貢
献
さ
れ
た
次
の
8

組
合
に
対
し

て

、
2

月
1
9一
日
に

、
区
長
か
ら
愿

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

。

・
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
名

▽
足
立
納
連
…
北
千
住
昭
和
会
商

店
街
振
興
組
合
/
六
月
町
/
足
立

西
/
千
住
料
飲
組
合

▽
西
新
井

納
連
・
:横
沼
東
組
/
本
木
第
十
四
/

西
新
井
第
三
/
梅
田
第
五

A
納
税
課
V

口
座
振
替
で
心
の
ゆ
と
り
を

口
座
振
替
は
、
皆
様
に
代
わ
り

金
融
機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
で

納
期
毎
に
自
動
的
に
引
き
落
と
し

を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
納
期
を

気
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
だ
、

利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。
生
活
に
ゆ
と

り
が
広
が
り
ま
す
。
引
き
落
と
し

後
、
領
収
書
に
代
わ
る
「
振
替
済

み
の
お
知
ら
せ
」を
お
送
り
し
ま

す
。申
込
=
窓
口
に
預
(
貯
)

金
通
帳
、通
帳
印
、そ
れ
ぞ
れ
の

納
付
書
を
持
参
申
先
=
預
(
貯
)

金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(
郵
便

局
を
含
む
)
ま
た
は
区
担
当
課
窓

口
、各
区
民
事
務
所
問
先
=
▽

特
別
区
民
税
・
都
民
税
・
;
納
税
課

整
理
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・・・

国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国
民
年
金
保
険
料
…
国
民
年
金

課
保
険
料
係

春は
そこまで
来 てい ます

区内では、チューリップ の出荷が始まりました

元渕江公園には、パンジーが咲いていました
( 保木間2- 17- 1 ・2 月7 日撮影) 出荷を待つ雪柳

梅の花が咲きだすと
ゆっくり春がやってきます

( 大谷田公園: 大谷田4- 4- 1)

ひ
ろ

ば

催
し
物

☆
女
性
セ
ミ
ナ
ー
3
月
1
4
日
(
金
)

午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/
大
谷
田
谷
中

住
区
セ
ン
タ
ー
/
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
(
自
己
満
足
・
利
他
の
糟
神
9
・
)
/

無
料
/
清
水

(
3
6
2
8
)
4
3
2
8

☆
公
開
講
座
「
女
性
の
性
と
人
権
」3

月
1
5日
(
土
)
、午
後
2
時
1
4
時
/

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/
講
師
・
高
橋
喜
久

江
氏
(
売
買
舂
と
と
り
く
髮
覃
務
局

長
)
/
無
料
/
棚
網

(
3
8
5
4
)
4
4
7
8

☆
都
立
足
立
高
校
吹
奏
楽
郎
「
第
1
1回

定
期
演
奏
会
」3

月
2
0日
(
祝
)
、午

後
4
時
3
0分
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
歌
劇
「
ミ
ニ
ョ
ン
」

序
曲
(
ト
マ
)
、イ
ン
デ
ィ
ジ
ョ
ー
ン
ズ

ほ
か
/
無
料
/
大
畑

(
3
8
8
9
)
2
2
0
4
(

午
後
5

時
ま
で
)

☆
足
立
フ
ナ
つ
り
大
会
3

月
2
3日
(

日
)

午
前
6
時

※
北
千
住
駅
西
口

集
合
、
雨
天
決
行
/
千
葉
県
佐
原
向
地

の
与
田
浦
方
面
/
全
員
に
賞
品
あ
り
、

初
心
者
・
家
族
も
歓
迎
/
大
人
4
千

円
、
中
学
生
以
下
2
千
鶉
円
(
バ
ス
代

含
む
)
/
清
水

(
3
8
9
7
)
6
6
8
7
(
夜
間
の
み
)

☆
足
立
区
民
体
育
大
会
(
イ
キ
ン
グ
4

月
5
日
(
土
)
、午
前
8
時
3
0分
集
合
/

東
武
日
光
線
「
板
倉
東
洋
大
前
駅
」

西
口
集
合
、
渡
良
瀬
遊
水
地
周
辺
コ
ー

ス
(
2
0㎞
)
/
区
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
健
康
な
方
(
中
学
生
か
ら
6
5歳
ま

で
)
/
図
人
/
瞋
円
(
保
険
料
含
)
/

適
当
な
用
紙
に
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、8
0円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う

ぇ
郵
送
/
3
月
1
9日
ま
で
/
〒
圀
本

木
2
-
2
6よ
に一

足
立
区
山
岳
連
盟
事

務
局

荒
川

(
3
8
8
9
)
8
0
0
0

募

集

W
気
功
同
好
会
(
健
氣
会
)

毎
週
火

曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
/
生
涯

学
習
館
ほ
か
/
月
額
4
千
円
/
石
井

　
(
3
6
0
5
)
1
8
4
0

☆
山
歩
き
サ
ー
ク
ル
(
ふ
れ
ん
ど
)

毎
月
1
回
以
上
(
日
曜
日
)
/
4
～
5

時
間
の
山
歩
き
/
入
会
金
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
で
申
し
込
み
/
〒
1
2
0弘道
2
1
1
2
-
2
5
-
4
0
6

佐
久
間

(
3
8
8
6
)
2
7
6
7
(
夜
間
)

☆
コ
ー
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
(
混
声
合
唱
団
)

毎
週
火
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
梅

島
小
学
校
/
月
額
3
千
円
/
男
性

初

心
者
歓
迎
/
中
島

(
3
8
8
9
)
0
8
4
3

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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桜
の
季
節

春
の
施
設
見
学
会

・
グ
ル
ー
プ

対
象
=
1
8歳
以
上
の
区
民
で

構
成
す
る
2
0人
以
上
3
0人
以

下
の
団
体

定
員
1
1
グ
ル

ー
プ
(
抽
選
)

申
込
―
往

復
(
ガ
キ
に
グ
ル
ー
プ
名
、

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
、「
4
月
4
日

グ
ル
ー
プ
施
設
見
学
会
希

望
」
と
明
記
(
I
グ
ル
ー
プ

ー
通
に
限
り
ま
す
)

・
個
人

対
象
1
1
8歳
以
上
の
区
民

定
員
―
各
日
3
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
参
加

者
全
員
(
冫
人
ま
で
)
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
希
望

日
(
第
2
希
望
ま
で
)
、「
個
人
施
設
見

学
会
希
望
」
と
明
記

-
い
ず
れ
も
I

日
時
等
―
右
下
表
s
用
―
無
料
(
昼
食

・
お
茶
等
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

期

限
=
3
月
1
4日
必
着

申
・
問
先
―
広

報
係

〒
圀
中
央
本
町
1
1
1
7
-
l

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

西
新
井
駅
東
口
に

暫
定
駐
車
場
を
開
設

足
立
区
土
地
開
発
公
社
で
は
、
西
新

井
駅
周
辺
の
違
法
畦
車
な
ど
に
よ
る
交

通
渋
滞
の
緩
和
と
公
社
保
有
地
の
有
効

活
用
を
図
る
た
め
、2
月
1
日
、
同
駅

東
口
に
暫
定
駐
車
場
を
開
設
し
ま
し

た

。
ぜ
ひ

、
ご
利
用

く
だ
さ
い

。
場
所
―

梅

島
三
丁

目
2
8
番

(下
図
)

駐
車
台

数
=
4
8
台

利
用
形

態
1
時
間
貸
し
(
3

月
1

日
か
ら
月
極
め

も
併
用
)

※
利
用

方
法
、
料
金
な
ど
く

わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

申

・
問
先
1

㈱
芝
園
開

発
(

管
理
委
託
先
)

o
1
2
0
(
3
5
)
4
8
8
Q
`

足
立
区
土
地
開
発
公
社
(
管
財
課
)

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

春の施設見学会

※ 時間はいずれも午前9時～午後4時( 予定)
注) 4 月5 日・6 日のコ ースは1, 5kn 程度の徴策があり ます

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人口( 9 年2 月1 日 現在)
世 帯264, 802
人 囗636, 109 人
男322, 324 人
女313, 785 人

足立ジュニア吹奏楽団

第7 回定期演奏会
団員( 小学=校4～6年弖E) カ弋、1年

間 練 習 し て き た 成 果 を 披 露 し ま

す。 今 年 は。 と な り の ト ト ロで お
な じ み の宮 崎 駿 特 集 で す 。さ ら に 、

指 導 者 によ る 演 奏 も あ り ま す。 ど

う ぞ 、お 楽 し み に! 日時- 3 月23
日( 日) 、午 後2 時 間 演 場 所-

ギ ャラク シ テ ィ ・ 西 新 井文 化 ホ ー

ル 曲目 一 第1 部 … オリ ジナ ル ス

テ ー ジ/ マ ー チ 「ユ ナ イテ ッド 」
ほ か 第2 部・・・ト レ ー ナー ソ ロ 大

会 、第3 部 … 宮 崎 駿 特集/ 君 を の
せ て/ と な り のト ト ロ ほ か 費 用

一 無料 申 込 一当 日 直接 会 場へ

問 先 一 文 化 事業 課( ギ ャラ ク シ テ

ィ内> 　5242 ―8161
また は 文 化振 興 係

3880 ―5111 ㈹

春花展示会
日時- 3月10日…午後1時～5
時、3月11日・12日…午前9時～
午後5 時 場所一区役所1 階アト
リウム 内容一区内の花き農家が
促成栽培し た、チ ューリップ 、ユ
リ 、ボケ等の花を展示し ます
※ 3 月10日、午後1 時から先着100
人に切り花を配布し ます 問先一
農産係 　3880 ―5111㈹

青年センタ ーの 催し
● 外国人のための「日本料理教室」　
日本にお住まいの外国人を対象
とした料理教室です。英語と中国
語の通訳があります。日時- 3
月2日( 日) 、午前11時～午後2時
定員- 20 人 費用=5001円
● 子育てセミナー
「絵本と読み聞かせ」
日時- 3月6日( 木) ・13日( 木) 、
午前10時～正午対象一幼児のい
るお母さん 費用一無料 ※ お子

さん の保 育を 行い ます( 先 着15
人) 。く わしくはお問 い合わせくだ
さい

- いずれも-
場・申 ・問先一青年センタ ー
3890―0061

郷土博物館の映画会
映像で見る民俗伝承
第2 土曜 日の無料公開 日に、映

国を上映し ます。 日時- 3 月8　
Jた¥日( 土) 、午前11時 内容一「又兔」

( 53分) … 秋田県阿仁地方のマタ
ギ( 猟師) の生活と狩猟の儀式/　
「新野の雪まつり 一神々と里人た
ちの宴」( 32分) …三河・信州・遠
州の国境の山里、下伊那の新野に
伝わる祭り 費用一無料 場・問
先 一郷土博物館 　3620 ―9393

頭の体操教室

集まれ・シルバーパワー
最近物忘れ・勘遼いに気付いた

方、いっしょに頭と身体をほぐし
てすっきりしませんか。日時一
毎月第2水曜日、午後1時30分～
3 時30分 対象- 7{ } 歳以上の千住
地域にお住いの方 費用一無料
申込一電話 場・申・問先一千住f
呆偏I J听 　3888 ―4277

中学校の心障 学級を卒業 し た方 へ

「あだち日曜教室」受講生募集
青年センターでは、知的にハン

ディのある青年たちの友だちづく
りや学 習の場とし て、毎月1 回。
「あだち日曜教室」を行っていま
す。新年度の開講にあたり、新し
い仲間を募集します。期間- 4
月13日～10年3月8日、原則とし
て毎月第2 日曜日、午前9 時30分/

午後4 時 ※ 年1 回1 泊2 日の宿
泊学習会を行い ます 対象一区内
に在住する又 立中学校心障学級 等
の卒業生で、あだち日曜教室の 行

事に一人で参 加できる25歳まで の

方 内容一午前… 全員で参加する
行事( : 文字学習、スポ ーツ大会な
ど) 午後 …コース学習( 手芸、工
作など 選択したものに入り、年間
を 通し て学習) 定員- 10 人( 抽
選) 費用=4, 0001円( 年間教材費)

※ 諸 行事での 経 費はそ の 都度実
費負担 申 込一所定の申込書に必
要事項を 記入し、直接持参 ※ 申

込書は青年センターにあり ます
期限- 3 月14 日 場・申 ・問先 一

青年センタ ー 　3890 ―0061

お 楽 しみ くだ さい 3 月の区内各種展示

西新井区民 ギャラリー

[ >5日～10日・・・水墨圃・日本圃合
同作品展12日～17日・・・茜絵画展
>19日～24日…足立区写真湶靨屡
D26日～30日…足立区教職員書道
蕋屡屡 ※ 初日と最終日は搬入出
作業のため展示時興は未定。当日
お問 い合わせください

プチテラス・野外ギャラリー

● 千佳宿歴史プチテラス( 千住河
原町■ 21―11)
D・1日～10日…おし花いろ色
に>15日・16日、22・23日、29・30日

・やっち ゃぱの風俗展
● 綾瀬野外ギ ャラリー( 綾瀬3- 1)

C>1日～15日・・・ドライフラワー
E>16日～31日…パステル圃

入場無科。展示を希望する方
・はお問 い合わせください。

問先- E> 西新井区民ギャラリ
ー( 西新井駅東ロサテ ィ4 噌。
火 暦日休館) 　3852 ―32511
プチテラス・野外ギ ャラリ
ー… まちづくり公社
3880- 571 〕

消費 者センタ ー の催し
● 消費生活問屋調査研究グループ
研究発表会 。
消費者センターが毎年募集して

いる「消費生活問題調査研呪グル
ープ」が発表会を行います。パネ
ル展示会も行いますので。消費生
活問題に興味のある方、グループ
を作りたい・入りたいという方
も、ぜひご来場ください。日時一
展示会… 3月6日～14日/発表会
… 3月12日( 水) 、いずれも午前10
時～正午内容一研究発表…「あ
なた は1 日30品 目 食べて いま す
か」「伝右川をきれいにし たい」な
ど

● 消費者講座受講生募集r 知らな
いままでいいの? 」
私たちの暮らし は日 々便利にな

っています。し かし、その便利さ
のかげでは危険や汚染が広がり つ
つあります。こ の講座では、暮ら
しの中の様々な危険を身近にあ る
ものから考え ます。
日時・講師一下表

- いずれも-
費用一無料 対象一区内在住・在
動・在学の方 場・申・問先一消
費者センター( エル・ソフ ィア内)
　3880―5385

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています O. K. S270, 000


